
＂ノ

うで時要原 のずで前てり
え大にが則納

し道会

納変納あと税
納 当で地あ々重‘当た赤社

で期ためりしを 楽税
橋あ城るか要肱橋°岩の
はる発がらな川は

納にこるまて楽
橋手.,,. 

め遅とにす申に
しを 元°展‘話役町‘はで

納すなれではが告す す
県 の今醒割全宇 ‘す

税る けるあ‘‘とる
の 支 日 と を 体 和 去す

のにれと虹資こ同に大 る
橋 障まなもか川 るめ

たは ば‘ま金の時は洲
梁 とでつつら地 八ら

め‘ な余す繰税に‘税＼
に 事な着ても見域月れ

日 り分°り金す納務 は
業 っ手いのては 二て
を てにたともも

頃 まなそなをる税所
日い

をか せ延 の ど 一 必 は
担 い至もし極と 完た

〗[［］[／口／： ： ： ： ／ ／ ： i 
の八る計‘帯と 世

月りーと―lの 険 の

月こ算八のた一帯
今年の こ―-,日に所も者所国

、 の日被現し得の数得民
のとの月一り世割

にも分年‘帯- 「国民健康保険税」決る。ク
たの保在‘←を‘額健
め数険の-,と茎世‘康

なと＾分こ当戸
つと第のれり数

前が者所固はに帯固保

でてな二国を 割
年も数有定前し

0 0 0 さ が 議 の 四 国 七 た は 得 の す のと L...資資年て
-定険

あいつ期保も一り
戸資税

すなまたツ税と‘ツ
一人被＝り ll国二額所れ左会数項保月い‘額もな所には産産中計数産は二：

た す数のをに六
人員保＿ 税定円百得古ので字目税末わ計がとわ得さその税の算割税‘

の°を通計し：：：：：：
五当割険円 金資一，円額し通そが＾をでけ算決とち がれの税←所すツ額そ＝ 三りツ考九＇ 百産二当 Ilたりの決前決今でがるな町決ま年額は得るの‘の

そー 記知算て 9- 0 割九
のれ年 入書し各円 円

円税銭り所°決税ま期め年すでまる民るすので一をが四被世
践^・・ヘ・＇宙割 得 定率りツるの°きで所税 時°四あ月も‘つ保帯

．．．．．．．．．．．．．．．．．書・・，．．．．．．．．．．．．． ．．．．．會會.... ......筆•食．．．．．．．．．．．．..... .......拿．．．．．．、”.．．．．．ヽ・・・・ゞ・・・名●●．．．．． ．．．．．，．．．．．．．．．會•ょ..................... •··•·••··•.•.•..•••••••.•••• •·•·· 
いの額百昨つ更割千川も実りり体 いたたか 帯 0 0 さ所

てに給五町の施世注的尚だ残分らそにの尋。額く者前。曹帯前減れ得
‘七付百にでと帯す上‘だ額＾第こつ割被世以ツ一年被世の年額ま者
こ百が七於あ‘全°昇国くを該ーでいで保帯下二人中保帯減中のすに
れ万一十けり医員そ＾保こ第当期あて計険平の 万当所険平額所世°対

てで三に円年六るま療にの四税と二世＾な減算者等世五 り 得 者 等 得帯 す
さついぺおあ十対上 間 万 医 す 費 つ 理 七 は に 期 帯 五 た 額 さ ー 割 帯 千＾額ー割 額及 る
いいのまりり万す昇完円療がのい由‘‘な以の月のされ人での円納九人で 九ひ 保
°てですまま円るの全＾費‘値ては八昨り降みツーれた当三減 を税万当五 万基 険
不すとすす‘国見適本の昨上の本％年まに
明゜‘

し忙年主額り九額加 義 円 り 九 円準 税
決がの本保込 用 年 総 年 げ 七 年 よ ノ 度 す 納 を 課 分 す が 一 六 算務に一四 以は の

の し‘で年税ツに度額度忙割ーしょ°入差税の°該二円 し者被八．円 下 減
・一 点 て現‘度はでよははのよ給月てり し引さ税 当四 たを保六 の 額

ー ー は 高在税七‘あり七二肱る付ょぉ、総 ていれ額世円 金除険円 世 が
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1 乾しいたけ相場表 " " 

六十中み
オ九学の
未才校男
満か卒子
のら

ヽ

四

米

延

二
二
百
万
円

ヽ

＂ゑ

り］

九
八
米

行
川町

TEL { 
1 6 

2 8 

発
肱

総務
1 9. 65，急 8合

で

ね
く
だ
さ
い
。

均
尋

四
、
そ
の
他
脅

、
試
験
日
時
場
所

芸
よ
び
四
十
~
い
四
十
年
九
月
十
九
日
午
前
九
時

よ
り

①入札の月日 4 0]蓑 24 
R出品箱数 7 2 0 
③入札箱数 1 3 O 
④価格 (K9当り） 高値 2, 2 1 0 

平均 1, 6 1 4 
安値 1, 1 1 0 

1, 7 O O -., 2, 1 D 0 
1, 5 0.0 _, 1, 8 0 0 
1, 2 0 0ー中心

弱保合

疇況

R冷後の見通

これから

彎息

7月 12日より 1週間各地区で講習会を開き
砦さんに勉強していただきましたが．まだ作
業の都合上行ってみていない人は下記の様に
手入をして下さい。
①下草刈りをして状せ込み楕がむれない様に

風通しを良くする。
譴木に直射日光が当ると湿度が 4び以上に

なり椎茸菌が死滅し，雑菌が入るおそれが
ありますから笠木等を多くして下さい。

⑧秋が早く来ると言われます。 8月下旬の台
風より不時子が発生するから手入をするこ
といこれは特3号及5号菌）

④乾燥場の整備を今の内にしておくこと

肱｝I

昭和40 8月

長 寸
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4

4

 

m

m

 

O
S
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ふ

ふ

奮すぎひのき

7虚下 4 8 I 4 8 
8 I/上 5o I 5 o 

1 2 11 I 4 4 I 5 O 
1 6 11 I 4 4 I 4 4 
3 O 11 I 4 7 I 4 

7⑳下 34 I 3 5 
8 //上 4a I 4 3 

1 3 11 I 4 9 I 6 O 
1 6 11 I 4 5 ! 4 8 
7虚下 20 2 0 
8 //上 15 1 5 , .. 

1 6 11 I 2 5 I 2 O 
3 0 5 0 
1 o I 1 5 
4 5 I 6 ・1 

—. 9 

訃
1.5m~180m和 2頌上 11円
上物21Om匁コ14置上 25円
下物 // // // 2 3円

ま つ

3 0 

3 0 



別表(1)

醐40頭囀鴫申蛾瞬躙

部 名 町
県
民
税
の
申
告
~

納
税
に
つ
い
て
は
、
[

税
法
に
よ
っ
て
義
務
~

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
[

こ
ろ
で
あ

b
、
当
町
-

に
お
い
て
も
、
毎
年
[

殆
ん
ど
の
方
よ
り
申
~

告
書
を
提
出
し
て
戴
~

い
て
ね
る
の
で
あ
り
{

ま
す
が
、
そ
の
内
容
~

を
見
ま
す
と
、
大
半

i

の
も
の
が
不
申
告
を
~

免
れ
る
手
段
と
も
う
~

け
と
れ
る
低
所
得
申
~

告
と
な
っ
て
ぷ
b

ま
~

す
。

即
ち
、
町
の
決
定
額
~

に
対
し
て
五
三
％
の
[

申
告
所
得
額
で
あ
っ
~

て
、
折
角
さ
れ
た
申
~

告
の
大
半
は
用
を
な
~

さ
な
い
結
果
と
な
っ
~

て
い
る
の
で
あ
り
ま
ぃ

す
。

そ
こ
で
、
斯
よ
う
な
~

結
果
を
毎
年
繰
返
す
~

こ
と
の
な
い
よ
う
、
丁
ふ
田
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぃ
税
に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
~

参
考
資
料
（
別
表
り
二
充
分
ご
検
討
の
上
、
今
後
の
申
告
納
二
下
さ
い
。

告
数

申
戸

7
5
5
6
6
4
0
2
0
7
5
1
9
2
7
1
0
2
5
7
 

ーー

8
1
0
2
0
1
7
3
0
2
3
2
7
2
0
3
6
6
0
5
1
-
2
4
2
0
3
8
2
7
1
3
2
5
1
7
1
3
7
7
-
1
2
2
4
3
8
5
7
2
0
2
4
1
U
一ー
3
1
2
1
2
1
-
2
1
1
2
2
2

ー

井
尾
生
尾
山
槌
生
城
栄
谷
声
石
地
常
保
木
平
敷
―
-
＝
栄
和
野
徴
川
川
浩
山
越
尾
痔
刀
水
水
谷
谷
尾
瀬
号

畑

野

野

森

居

＿

鯰

昌

―

”

畔

の

の

の

言

敷

霊

晶

小
萩
汗
道
上
山
協
嘉
共
中
ハ
白
影
広
久
知
大
大
小
大
中
小
下
上
京
奥
見
月
小
下
敷
上
下
上
菟
~
小

僑与所得者分を除く）

申告所得額 I一戸当平均
申告所得額

140,566 
118,564 
133,262 
130,990 
95,600 
100,521 
153,054・

107,374 
116,202 
110,617 
1 17 442 

n -

150.201 ， 
i ;160,359 

、9~, 144,214 
142,879 
137,929 
96,536 
94, 169 

219,337 
140,161 
137 557 ， 
1 12,758 
118,524 
146,442 
168,U77 
'156,985 
120,019 
124,400 
150,770 
158,426 
159982_ 
118 057 ， 
44,903 
121,227 
110,871 
120,533 
78,476 
75，寧
90.404‘• 
145.159 . 9 

142,741 
131, 157 
130,302 
109,613 
115,259 
旱 1
86.26 ， 
125,647 
1 18.595 
124.770 ， 

1,124.528 
1,185.647 
2,665.247 
2,226.856 
2必58,U19-9'， 

2,307.398 
4,152,468 
2.147,490 
4,183,287‘ 

, ¥ 

6,657,044 9 

29 0477,964 
, 3,604,8必
5,207;．188 
5,480,155 
5、.857,737
1,793,087 
2,413~400 
1,600i874 

・2,851凸82
24.808.669 
1:648:290 
2,705,726 
4,505,9記
8,347,204 
3,361,542 
3J67,650 
840,135 
373,202 
753,850 

2,534,816 
28,8込．551
1,652,524 
1,347,098 
1.454,726 
2,217,438 
2,049,068 
1,961.911 

75,580 
758 145 

5,1ぷ509
2,426,604 
1,442,734 
2,606,049 
2,411,487 
2.851,495 
14.911.878 

→ 5,895, 082 
4.498.942 
面291:949 

4 0年度町県民税

あなたは正 い申告をしましたか？

別表(2)

所 得 額 調 （昭和 5 9年中）

額

初6
0
0
7
0
9
2
0
0
0
0
1
4
9
 

＾
曲

7
0
0
8
0
5
7
0
0
0
0
8
0
5

6
0
5
5
5
8
2
2
0
5
0
1
9
1
 

入
＆

5
g
2
t
5
&
ム
g
2
1
,
g
ん

＆

6

7

3

4

3

2

2

2

5

1

1

1

9

 

収

5

種目

米
勤労収入
営業
葉たばこ
果・樹
麦雑穀
芋，野莱
養蚕
畜産
山林

椎茸 l‘
そ研睛喋 ' 
産乳
木炭

合計

所得金額所得構 成割合

49,4 46千円 2 3. 2り(}
4 2, 7 1 7 I 2 o. o 
2 4, 6 o o I 1 t 5 
2 1, s 2 7. I 1 o. 2 
2 o, o 5 o I 9. 4 

1 2, o 6 8 I s. 7 

10,841 
8,960 
7, 5 7 2 
5, 9 5 O 
5, 5 D 0 
2, 4 2 7 
1, 4 2 4 

2 13,382 1 0 0 

備 考

給与所得者分は除く

栗，柿，梨

1
2
5
8
6
1
7
 

5
4
&
2
2
1
"
a
 

和牛生産．肥育
税法の所得控除が多い

医療保健．集金人等

所得率 53, 6 一戸当
平均所待額23 5祠

別表3)

失業菌倹受給者の離職前賃金日額嘩へ

別表~)

勤労収入額調（給与所得者分を除く）

タル和1

疇註ぷ芦 i7砂
是薇外

加「色-噴9

37、パ% I.2t砂祠，

＼
 

：
た
も
の
五
名
で
、
合
わ
せ
て
全
体
の

み
。
水
の
事
故
が
お
き
る
の
は
み
。

◎
水
泳
中
で
は
、
泳
げ
な
い
者
が
誤
口
約
七

0dfOを
占
め
て
茶
り
、
幼
児
の

っ
て
深
み
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
が
一
~
一
人
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
は

番
多
く
七

0
％
を
占
め
て
曲
り
ま
す
心
常
に
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

泳
げ
な
い
者
は
、
必
ず
安
全
な
場
所
~
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

で
練
習
し
、
無
理
な
泳
ぎ
は
、
絶
対
ご
◎
事
故
者
の
年
令
は
一
オ

S
六
オ
の

：
幼
児
が
十
三
名
で
、
こ
の
大
部
分
は

し
な
い
事
で
す
。

◎
転
落
事
故
で
は
、
一
人
で
遊
ん
で
~
あ
ぷ
な
い
所
で
一
人
遊
び
、
ま
た
は

い
る
と
き
誤
っ
て
転
落
し
た
も
の
五
二
同
じ
年
頃
の
幼
児
と
遊
ん
で
い
て
転

名
、
保
護
者
が
連
れ
て
い
な
が
ら
、
二
落
し
た
も
の
で
、
保
護
者
の
十
分
な

ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
間
に
転
落
し
~
監
視
が
望
ま
れ
ま
す
。

I
1ー
り
ー
＼
＇

A／
ヽ
'
札
柑
収
丁
七
オ
か
ら
十
オ
ま
で
の
児
章
も
一
三

：
名
で
、
こ
れ
ら
の
者
は
泳
げ
ず
、
水

；
遊
び
等
を
し
て
い
て
誤
っ
て
深
み
に

年
金
の
支
払
は
、
．

は
い
り
こ
ん
だ
も
の
が
大
半
を
占
め

受
給
者
が
福
祉
年
金
~

て
い
ま
す
°
適
切
な
指
導
と
、
父
兄

す
請
求
書
兼
受
領
書
を
~

二
同
伴
が
望
古
れ
ま
す
。

ま
郵
便
局
の
窓
口
に
提
~

•
以
上
は
、
昨
年
六
、
七
、
八
の
三
ヵ

り

出

す

る

こ

と

に

よ

っ

い
ご
月
間
に
県
下
で
失
な
わ
れ
た
、
水
の

変

て

支

払

を

受

け

て

も

~
事
故
に
よ
る
尊
い
生
命
で
あ
り
ま
す
。

s
ヽ
り
ま
し
た
が
、
本
来
｀

・
◎
不
幸
に
し
て
事
故
が
均
き
た
場
合

ヵ

こ

の

受

頷

欝

は

、

受

．

は
、
次
の
様
に
す
る
事
が
大
切
で
す
。

法
給
者
等
が
直
接
記
載
~

.

0

す
ぐ
大
声
を
あ
げ
て
附
近
に
い
る

方
ず
へ
き
も
の
で
あ
る
~

．
人
に
救
い
を
求
め
、
板
、
棒
、
縄
、

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
~

受
給
者
が
老
令
者
あ
~

の

払

金

支

，

浮

袋

等

を

投

げ

る

等

し

て

救

助

し

ま

.
，
し
ょ
う
。

る
い
は
障
害
者
等
で
．• 

0

泳
ぎ
に
自
信
が
あ
っ
て
も
、
坂
殴

年
あ
る
た
め
、
現
実
に
~

・
れ
て
い
る
者
は
夢
中
で
し
が
み
つ
く

礼

は

、

郵

便

局

員

が

や

＂

ネ

．

の

で

必

ら

ず

う

し

る

か

ら

救

助

す

る

且
I

む
を
得
ず
代
書
し
て
~

＂
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

行
っ
て
い
た
も
の
で
~

り

0

息
が
止
ま
っ
て
い
る
時
は
、
直
ち

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
・

．
に
人
工
呼
吸
を
す
る
と
共
に
、
医
師

九
月
期
支
払
分
よ
り
局
員
に
よ
る
代
[~

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

書
を
し
な
い
こ
と
に
な
り
注
し
た
の
~

ご
◎
警
察
で
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

で
、
請
求
書
兼
領
収
書
を
受
給
者
又
．

し
て
事
故
防
止
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

は
そ
の
扶
養
義
務
者
等
に
姦
い
て
託
い

'
が
、
森
た
が
い
に
真
剣
に
考
え
て
注

載
し
た
受
領
書
を
持
参
し
て
支
払
を
~

二
惹
致
し
ま
し
ょ
う
。

受
け
て
く
だ
さ
い
。

伽

◎

年

金

証

書

の

交

付

に

つ

い

て

．

I
 

翌＿

m
m
m
m
m
m

11 

八
月
二
十
日
よ
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